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次号予告　　62 巻　10 号 ヘッドライン　：　神秘的な音を化学する

　持続可能な開発において，地球温暖化，生物多様性の減少，資源の枯渇，酸性
雨，砂漠化などの環境問題は，我々人類が取り組むべき重要な課題である。近年，
日本では PM 2.5 に代表される大気汚染など国境を越える環境問題に対する関心が高
まっている。環境問題を解決するための仕組みを構築するために，どのようにして
優れた環境関連技術を活用していくかが問われるであろう。本企画では，PM 2.5 な
どの大気汚染物質について概説し，現状を迅速かつ正確に把握するための計測シス
テムの開発，そして動態予測のためのシステムの構築について紹介する。

ヘッドラインテーマ：大気汚染物質をはかる

　山形大学工学部キャンパスの正門そばにあるこの建物は，旧米沢高等工業学校本
館（国の重要文化財）であり，ルネッサンス様式を基調とした木造 2階建で，正
面・幅・全長 94 メートルに及ぶ大規模なものです。意匠は，内部の階段回り，2
階会議室天井の漆喰飾りなど細部に見るべきものがあります。米沢高等工業学校
は，明治 43 年 3 月，全国 7番目の高等工業学校として開設され，その後，昭和 19
年 4 月米沢工業専門学校と改称され，さらに同 24 年 5 月の学制改革によって，山
形大学工学部に改組され，現在に至っています。この建物は，現在の米沢駅舎のモ
デルともなっております。

表紙の言葉　旧米沢高等工業学校本館


